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1 .ラット腸管粘膜にわける IRS 分布の検討
ウイスター系雄性ラット 7 匹を用い，屠殺後開腹し，胃及び全腸管を摘出して粘膜を剥離し，塩酸
抽出により IRS 濃度を測定した。腸管粘膜及び血禁中 IRS の測定は，セクレチンキット「第一」を
用い RIA にて行った。 IRS 濃度は，近位十二指腸で69 ::t 6 ng/g wet weight と最も高く，遠位回腸
では44::t 8 ng/ g wet weight と十二指腸について高濃度であった。これら十二指腸及び回腸粘膜の




ウレタン腹腔内麻酔下に，ラット回腸末端部10cmの loop を作製し，生理的食塩水， NaCl で等張
にした 0.1 N塩酸，生理的食塩水の順に， 10mi/h の速度で、10分間づ、つ濯流した。対照として，回腸末
端に生理的食塩水のみの濯流を行った。大腿静脈より，前， 10, 1~ 20, 30, 分に採血を行い血柴
田S 濃度を測定した。これとは別に，十二指腸 loop を作製し同様の実験を行った。 回腸末端の生理
的食塩水濯流群では，血柴田S の変化は認められなかったが，回腸末端塩酸潅流群において， 血紫
IRS は塩酸濯流前65土 5 pg/mi から塩酸潅流後10分で、108:::!::13pg/mi と，生理的食塩水港流群に比較し
て有意に上昇した。十二指腸の塩酸潅流群では，血紫 IRS は塩酸濯流前69土 6 pg/mi から 5 分後に項
値177 士 28 pg/mi と著明な上昇がみられた。
3. ラット回腸末端塩酸潅流による騨液分泌の検討
次に， Love の方法により牌外凄を作成したラットに，回腸末端の 0.1 N塩酸濯流を行い， 30分ご
とに牌液量及び牌液重炭酸塩濃度を測定した。重炭酸塩濃度の測定は， Van Slyke volumetric 
method によって行った。基礎分泌を測定後，生理的食塩水30分間， 0.1 N 塩酸30分間，生理的食塩
水60分間の順に潅流を行った。牌液分泌量は，回腸港流前30分間に 13.7:!:1. 4μ.e /30min で，生理的
食塩水潅流では 12.7 :! 1. 6μ/30 min と変化しなかったが，続いて行った 0.1 N塩酸潅流により，
牌液分泌量は40.1 :::!::25μ/30 min と約 3 倍の増加が認められた。勝液重炭酸塩濃度は 0.1 N塩酸潅
流により約 2 倍に，重炭酸塩分泌量は約 6 倍に増加を認めた。引き続き行った生理的食塩水の潅流後
30分から 60分で牌液量及び重炭酸塩分泌はほぼ基礎分泌4犬態に戻った。
〔総括〕
1 .ラットの遠位回腸枯膜に 十二指腸についで高濃度の IRS が含まれていることを明らかにした。
2. ラット回腸末端の塩酸潅流により，血柴田S は，前65土 5 pg/mi から， 10分後108 土 13pg/mi
まで上昇が認められた。この上昇は，回腸末端の生理的食塩水の潅流に比べ，有意に高値であったが，
十二指腸の塩酸潅流に比べでは低値であった口
3. ラットの回腸末端の塩酸濯流により，牌液分泌量は約 3 倍に，勝重炭酸塩分泌量は約 6 倍に増
加した。
以上より，ラットの遠位回腸はセクレチンの放出を介して騨液量及び重炭酸塩分泌の調節に何らか
の役割を果していることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究はラット腸管におけるセクレチン免疫活性の分布を観察し，回腸遠位部において十二指腸に
ついで高濃度の活性が存在することを示した。また，この回腸セクレチンは種々の物理化学的，免疫
学的性質が十二指腸のセクレチンと同一であることを明らかにした。さらに ラット回腸遠位部10cm
に loop を作製し，強力なセクレチン分泌刺激物質である塩酸の潅流を行うモデル実験を行い，回腸セ
クレチンが管腔内刺激により血中に放出され勝液分泌を充進させうることを見出した。本論文は消化
管内分泌学上有意義な研究であり，学位に値すると考える。
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